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技術分野における自己評価力を高める指導のあり方

田 村 賢１

技術分野における自己評価力の育成に着目し、「技術とものづくり」での自己評価票の工夫と活用、教師

の支援のあり方の考察を通して、自己評価力を高め、学習意欲を向上させる取組や基礎的な内容の定着を図

るワークシートおよびカリキュラムの開発についてまとめた。

はじめに

今、教育に求められていることは、生徒がこれから

の時代を主体的に生き、生活における課題を適切にと

らえ、課題の解決に必要な知識や方法を駆使し、その

取組を改善しながら自己実現を図る力を育成すること

である。そのためには自己学習力(自ら進んで学習に

取り組もうとする力)の育成が重要であり、自我の発

達するこの時期において、自分の力を適切に評価でき

る自己評価力の育成が必要であると考えた。

研究の内容

授業において自己評価票・ワークシートの活用を行

い、「生きる力」に結びつく基礎・基本の定着と自己

評価力の育

成を図る。

そして課題

を適切にと

らえる力、

生活を工夫

し創造する

力を身に付

けさせるこ

とにより、

第１図 研究の構想図 自己学習力

を育成し、その指導と評価やカリキュラムの改善の中

で生徒の生活への適切な対応、自己実現を図ることを

第１図のように考え研究仮説を次のように設定した。

・自己評価力の育成と個に応じた指導に自己評価活

動が有効ではないか。

・自己評価活動を指導に生かすことが指導の改善に

つながるのではないか。

この仮説を以下の方法で検証した。

(1)先行研究の調査から自己評価力の育成についてま
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とめる。

(2)授業における自己評価票の活用を通して、自己評

価力を育成する手だてを探り、自己評価票の記入状

況から生徒の実態把握と変容の調査・分析を行う。

(3)自己評価を生かすカリキュラムを開発する。

(4)ワークシートを開発する。

１ 自己評価力の育成に向けて

自己評価力を高めるための先行研究から、その意義

や具体的な方法を探った。自己評価は、生徒が自ら学

習の改善をめざして、自己を客観的にとらえ、新たな

学びへの意欲を創造していくための評価活動であり、

評価活動と結果が次の学習や努力に役立つもの、生徒

の個性を伸ばし、生徒が自ら学ぶ意欲や思考力、判断

力、表現力などの能力を育成するものと考えられる。

自己評価を行う時期と主な方法について第２図にま

とめた。それ

ぞれの段階で

個々の生徒の

学びを高める

ために、自己

評価のねらい

を明らかにし、

生徒の多面的

な理解を図る

第２図 自己評価の時期と方法 工夫が必要と

なる。

また、自己評価力と自己評価活動との関係は第３図

のようになると考えた。自分の学習や取組状況を客観

的に判断し、

自己の目標や

その時間で自

分が何ができ

るようになっ

たのかを明確

にすることに

より自己モニ

タを行い、自

第３図 自己評価力と自己評価活動 分ができたか、

自己評価を行う時期と主な方法自己評価を行う時期と主な方法

診断的な評価

形成的な評価

総括的な評価

・・学習状況の確認
学習目標の焦点化

・・学習の進行状況の確認
自己評価力の強化や調整

・・学習全体の振り返り
自らの学習意欲の強化

自己評価票・チェックリスト・質問紙法・自由記述・レ
ポート・感想文など

自己評価の主な方法
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学習に向け
てのガイダ
ンス

技術分野の
目標提示

学び方・意識

次時に向けて
の状況

授業設計授業設計

診断的評価診断的評価診断的評価診断的評価

どの程度できたか判断評価することにより、評価基準

設定の力が育つ。達成項目の記入をさせるなどの工夫

から、自己効力感を持たせ、学習の意欲を継続させる

ことにより、目標志向性が育ち、次の活動へと結びつ

いていくと考えた。

次に、授業での問題解決的な学習と自己評価力の関

わりを第４図のように考えた。自己評価活動のプロセ

スを図のように設定することにより自分で課題を設定

する力が高まり、課題解決の力も向上していくと考え

られる。このような形で自己評価活動を行うことによ

り、方法や判断、自己の取組の改善を図ることができ、

「課題を適切にとらえる力」と「生活を工夫し創造す

る力」が身に付いていくと考えた。

第４図 問題解決的な学習と自己評価力

自己評価をより客観的、適切にできるようにするた

めには、図中の「その判断が正しいか」において、他

者評価による自己評価力の強化・調整を行う必要があ

る。自己評価の仕方や観点を身に付けさせること、生

徒一人ひとりの疑問や問題点への対処の必要性から現

段階では教師からのコメントやアドバイスが最適と考

えた。

２ 授業における自己評価力の育成

（１）診断的な評価における自己評価票の活用

最初の授業で使う自己評価票（第５図）を作成し、

学習に向

けたガイ

ダンス・

技術分野

の学習で

の目標提

示を行い、

学習前の

生徒の意

識や現在

までの学

第５図 診断的な評価での自己評価票の例 び方の様

子、これからの学習に向けての状況を調べ、授業設計

に役立てようと考えた。

診断的な評価で得られたデータを生かし、第６図の

ような、提示教材を作成し、授業で生徒に示した。提

1年技術 自己評価票

レターラックの作成記録

１．授業日・時間 ? ? ? ? ? ? ?

２．今日の目標と達成度（Ａ・Ｂ・Ｃ）

３．学んだこと・疑問点など

４．今日の作業で工夫したところ

５．次回の目標・課題

６．自分の活動評価

1年 組 番 氏名（ ）

目
標

達
成
度
Ａ・Ｂ・Ｃ

今回できるよう
になったこと

次回の自分へのア
ドバイス

今日の自分の評
価とその理由 先生から・検

A

B

C

「先生から」の欄
他者評価による
強化・調整

自己モニタ自己モニタ

評価基準設定評価基準設定

目標志向性目標志向性

自己評価力
おもに作業状況おもに作業状況
の確認・報告との確認・報告と
感想を記入する感想を記入する

自分の取り組みを客観的自分の取り組みを客観的
に見ることと先生からのに見ることと先生からの
指導や支援を行う指導や支援を行う

～ができる
ようになっ
た。

技術的能力

示教材の右上のグラフは、診断的な評価で実施した自

己評価票から得

たデータを示し

ている。得られ

たデータを、授

業で生徒に提示

することにより、

生徒の実態や取

組状況に応じた

指導が可能とな

第６図 提示教材の工夫 り、生徒の不安

の解消と活動意欲の向上を図ることができた。

（２）形成的な評価における自己評価票の活用

第７図のように、活動の状況と自分の活動を評価す

る、「技術的能力」と「自己評価力」の２つを同時に

評価する自己評価票を考え、授業中に記入し提出させ

た。「～ができるようになった。」という表現で授

業での成果

や、達成感

が得られる

ようにし、

自己評価力

の育成をめ

ざした記入

と「先 生

から」の欄

を通して他

者評価によ

第７図 形成的な評価での自己評価票例 る自己評価

力の強化・調整を図った。「先生から」の欄には、生

徒の活動へのアドバイスや励まし、原因を考えさせた

り、自己評価の仕方、学習姿勢の改善、疑問や問題点

への対処などを記入したりして、一人ひとりの生徒の

学習状況に応じることができた。

（３）総括的な評価における自己評価票の活用

単元末に行う自己評価票 （第８図）を作成し、評

価規準にどれだけ迫ることができたかの判断とその理

由、単元全体での自分の成長や成果、改善を記入する

自己評価票を考えた。また今後の指導に役立てるため、

「先生から」の欄の機能や有効性を確かめる項目を設

けた。「成長したこと・身に付いたこと」では、主に

技能面と知識・理解についての達成感、授業に取り組

む態度や考えの変化について書いた生徒が見られ、い

ずれも成就感や達成感を見取れる表現となっていた。

「改善しなければならないこと」については、工具の

使い方や理解といった技術的な課題、取組の姿勢、機

器の安全な利用、協力性を重んじる態度、生活に結び

つけ応用していこうとする態度や考えなど自分の活動

のあり方や失敗を素直に反省する姿勢が見られた。

自己評価を行うことにより、これからこうしていき
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技術とものづくり
レターラックの製作をふり返って

１年 組 番 氏名（ ）

１．今回の製作での目標は以下の４点でした。あなたの達成度とその理由を書いてみよう。

２．今回の学習を通してあなたが成長したことや 身につけたこと 、改善しなければ なら

改善しなければな
らないこと

成長したこと

身につけたこと

Ａ・Ｂ ・Ｃ

達成度レターラックの製作での目標

④材料や素材の性質や特徴を理解し、加

工技術 や機器の使い方に関する知識を身
につけている。

③使用する工具や機器の安全な取り扱い

ができ、加工作業を適切におこなうことが
できる。

②目的とする作業や加工に必要な工具を
適切に選び、部品の修正、組立手順や加
工の仕方を工夫している。

①加工技術に関心をもち、目的や条件に応
じて、工具や機器を適切に活用しながら作業

に意欲的 に取り組むことができる。

理 由

Ａ ・Ｂ ・Ｃ

Ａ ・Ｂ ・Ｃ

Ａ ・Ｂ ・Ｃ

３．自己評価票の「先生から」のアドバイスは役立ちましたか。それはどんな場面でした

ないことを書いてみよう。

か。またどんなことを書いてほしいですか。

はい いいえ

どんな場面

書いてほしいこと

提出日 月 日（ ）

技術とものづくり
レターラックの製作をふり返って

１年 組 番 氏名（ ）

１．今回の製作での目標は以下の４点でした。あなたの達成度とその理由を書いてみよう。

２．今回の学習を通してあなたが成長したことや 身につけたこと 、改善しなければ なら

改善しなければな
らないこと

成長したこと

身につけたこと

Ａ・Ｂ ・Ｃ

達成度レターラックの製作での目標

④材料や素材の性質や特徴を理解し、加

工技術 や機器の使い方に関する知識を身
につけている。

③使用する工具や機器の安全な取り扱い

ができ、加工作業を適切におこなうことが
できる。

②目的とする作業や加工に必要な工具を
適切に選び、部品の修正、組立手順や加
工の仕方を工夫している。

①加工技術に関心をもち、目的や条件に応
じて、工具や機器を適切に活用しながら作業

に意欲的 に取り組むことができる。

理 由

Ａ ・Ｂ ・Ｃ

Ａ ・Ｂ ・Ｃ

Ａ ・Ｂ ・Ｃ

Ａ・Ｂ ・Ｃ

達成度レターラックの製作での目標

④材料や素材の性質や特徴を理解し、加

工技術 や機器の使い方に関する知識を身
につけている。

③使用する工具や機器の安全な取り扱い

ができ、加工作業を適切におこなうことが
できる。

②目的とする作業や加工に必要な工具を
適切に選び、部品の修正、組立手順や加
工の仕方を工夫している。

①加工技術に関心をもち、目的や条件に応
じて、工具や機器を適切に活用しながら作業

に意欲的 に取り組むことができる。

理 由

Ａ ・Ｂ ・Ｃ

Ａ ・Ｂ ・Ｃ

Ａ ・Ｂ ・Ｃ

３．自己評価票の「先生から」のアドバイスは役立ちましたか。それはどんな場面でした

ないことを書いてみよう。

か。またどんなことを書いてほしいですか。

はい いいえ

どんな場面

書いてほしいこと
はい いいえ

どんな場面

書いてほしいこと

提出日 月 日（ ）提出日 月 日（ ）

評価規
準にど
れだけ
迫れた
か

成長や
成果・
改善点

「先生
から」
の有効
性

たい、自

分の力を

向上させ

たいとい

う気持ち

や決意が

表れ、学

習意欲の

向上と取

組の改善

が図られ

たと考え

られる。

第８図 総括的な評価での自己評価票の例

「先生から」の欄のアドバイスが生徒の活動に役立

ったかどうかを聞いたところ、81％の生徒が役立った

と答えていた。主な理由としては、

・わからなかったことを教えてくれた。

・作業を進める上で困ったとき「先生から」を見て気

をつけられた。

・少しのところでも正確にアドバイスしてくれた。

・作業のポイントや励ましを書いてくれた。

の４つであった。作業を進める上での不安や疑問の解

消が「先生から」という他者評価の形で行われ、個に

応じた手だてが図られていたと考えられる。

３ 自己評価を生かすカリキュラムの開発

自己評価活動が生徒の学習意欲や次の授業における

取組姿勢の改善に役立つように、自己評価票の活用と

その分析によってカリキュラムの改善を図ることを考

え、「課題解決の過程としてカリキュラムをとらえる

ことによって、指導改善に向けた視点や方法が明確に

なる」（工藤 2004）を参考に第９図にまとめた。

カリキュラムについては、生徒の実態に応じて、教

師の願いや目標を達成するために、題材や学習環境を

工夫し、いかに授業を組み立てていくか、また生徒の

学びのプロセスを評価し、指導の改善を図り、学習や

成長に役立つものにしていく必要がある。

また、技術分野での自己評価力の育成をめざす指導

過程（第10図）を考えた。

技術分野の指導項目を押さえ、指導計画の作成から

評価・評定まで、互いに関連しあう内容をいかに工夫

し、組み立てるか、診断的評価・形成的評価・総括的

評価を指導過程に組み入れ、問題解決的な学習活動と

自己評価力育成の視点を明確にし、その際の支援や育

てたい力、身に付けさせたい力としてまとめた。

４ ワークシートの開発

一単位時間の中で基礎・基本の定着や、生徒が自分

で学習の改善を図り、意欲的な取組を行っていけるよ

うにするために、第11図のようなワークシートを作成

第９図 自己評価を生かすカリキュラムの設計

した。生徒がこれからの授業や生活で必要と思われる

内容を選び、次のようなねらいやポイントをもとに作

成した。

①評価規準の明記

②学習意欲を喚起する導入的な内容

③基礎・基本の指導に使う写真、確認問題

④記述式での自分の考えの表現

⑤関連する の表示とリンクを設定し、関連するURL
学習内容を調べる学び方の習得

⑥日常の生活に結びつく参考資料

⑦学習内容の区切りでは次の学習の診断的な内容項目

⑧授業のまとめの自己評価

研究のまとめと課題

自己評価票の活用により、一人ひとりの生徒の実態

把握ができ、「先生から」の欄で個に応じた指導がで

きることや、自己評価力の向上が次の学習への意欲に

つながることが確かめられた。また得られたデータの

蓄積や分析がカリキュラムの改善に生かされることが

確かめられ、指導と評価の一体化に迫ることができた。

ワークシートについて授業の形態や生徒の実態に合

わせたものに作り上げ、ポートフォリオ評価に結びつ

けること、生徒の成長を確かめながら、発表や表現方

法を工夫させ、他の生徒との相互評価や交流をつくり

出す指導に取り組んでいきたい。

指導、助言、対話などのフィード
バック

・課題の解決を目指した授業
が行われたのか

基礎・基本の習得

自己評価活動を生かすカリキュラムの設計

指導と評
価の計画

授業と評
価活動

目標の実現
状況の判断

学習状況の解
釈と課題の明
確化

教師の指導要
因、児童生徒
の要因等

学習指導と評
価の改善計画

教師の支援（即時的な対応）

自己評価活動の分析（診断）

教師の支援（対話など）他者評価の活用

目標の明確化、指導計画作成
（前年度の課題）、評価計画
（評価規準・基準）、題材準備、
課題設定、自己評価票・ワーク
シート作成、授業設計の工夫、
環境整備（機械・工具の点検整
備）

学習・評価情報の収集・保管

診
断
的
評
価

形
成
的
評
価

総
括
的
評
価

評価結果の分析と課題の明確化

課題の実現への対応：できた、で
きなかっただけではなく、何故そ
の結果になったのか考えさせる

途中評価

自己評価が自己の学習改善に役
立っていたか

生徒の実態

努力を要する状況と判断した生徒
への指導の手だてを行う

診断的な評価

自己評価活動による振り返り

達成感 学び方の改善

自己評価票 ワークシート

自己評価活動 指導・評価内容

つまずきの内容・場所を
確かめ原因を分析し指導
方法を改善工夫する

適切な自己評価活動ができてい
たか

教師の指導の振り返りと改善

・説明不足・発問や指示の適切性

・理解の確認作業の有無
（フィードバック）

・授業時数の配当の適切さ

・題材の妥当性

・生徒の学習状況は改善されたか

・診断的評価の適否

評価計画

情報の蓄積・生徒理解の深化

指導の改善

自己評価力の強化・調整

課題解決的な学習活動

< 自己評価活動 >

自分の学習行動の観察と調整

内的な判断・評価

自信・決意・意欲

目標の明確化
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第10図 技術分野の指導過程
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・情報化社会の進歩と

利用の仕方

・情報の加工と発信

・情報の管理

学習指導要領の指導項目（技術分野）

学
習
環
境
の
デ
ザ
イ
ン

問
題
解
決
的
学
習
と
自
己
評
価
力

診断的
評価

形成的
評価

総括的
評価

課題の設定課題の探索 課題の解決 解決・検証 評価・反省

自分で課題を設定する力

目的の達成のために何が必要なのか

自分にできるのか、どうすればできるのか 自分の活動がどうだっ
たのか、自分を客観的
にとらえる

できたかできなかった
のか

その判断が正しいのか

できなかった理由・改
善の方法を考える

支
援
・
評
価

指導目標
の明確化

指導計画
の作成

課題の
追求

課題の
解決

補充・
深化

評価・
評定

過

程

自己評価票
とワークシー
トの活用

・基礎基本の定着と振り返り

・達成感と目標の明確化

・取り組みの評価と改善

・自己評価力の育成

学習形態・
学び方の
支援

・情報の活用能力

・表現力・コミュニケーション能力

・相互評価、発表会などの設定

・情報機器の効果的な活用

情報の
発信と情
報管理

ア 技術が生活の向上や産業の発展に果たしている役割について考えること
イ 技術と環境・エネルギー・資源との関係について知ること

ア 使用目的や使用条件に即した製作品の機能と構造について考えること
イ 製作品に用いる材料の特徴と利用法を知ること
ウ 製作品の構想の表示方法を知り製作に必要な図をかくことができること

ア 機器の基本的なしくみを知ること
イ 機器の保守と事故防止ができること

ア エネルギーの変換方法や力の伝達の仕組みを知り、それらを利用した製
作品の設計ができること
イ 製作品の組立て・調整や、電気回路の配線・点検ができること

ア 作物の種類とその生育過程及び、栽培に適する環境条件を知ること
イ 栽培する作物に即した計画を立て、作物の栽培ができること

Ａ

技
術
と
も
の
づ
く
り

ア 材料に適した加工法を知ること
イ 工具や機器を適切に使い、製作品の部品加工、組立て及び仕上げができ
ること

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

ア情報手段の特徴や生活とコンピュータとのかかわりを知ること
イ情報化が社会や生活に及ぼす影響を知り、情報モラルの必要性
について考えること

アコンピュータの基本的な構成と機能を知り、操作ができること
イソフトウェアの機能を知ること

アコンピュータの利用形態を知ること
イソフトウェアを用いて、基本的な情報の処理ができること

ア情報の伝達方法の特徴と利用方法を知ること
イ情報を収集、判断、処理し発信ができること

アマルチメディアの特徴と利用方法を知ること
イソフトウェアを選択して、表現や発信ができること

アプログラムの機能を知り、簡単なプログラムの作成ができること
イコンピュータを用いて、簡単な計測・制御ができること

Ｂ

情
報
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

学習環境の整備・活用

学習形態・支援の工夫

評価・評定

指導・評価計画（教科・選択)

題材・教材・教具の工夫

（1）（1）

平らな木材の表面に線を引く道具です。定
規となる板に、細い棹を差し込み、この棹
の先に線を罫書く罫引刃を取り付けた道具
です。
板の側面を沿って、定規板を滑らすことに
よって棹の先の罫引刃が表面に線をマーク
します。墨線より細い線をつけますので、
精密な仕上げをする場合に利用されます。
ケヒキという言葉が江戸初期の辞書(「日
葡辞書」)にあり、大工が材木を加工する
際に、罫線を引くのに用いる道具と説明し
ています。

正確なけがき作業をしよう！
―材料に部品を正確にけがくことができる―

けがきに使う用具の名称記入しよう！

（ ） （ ） （ ） （ ）

けがきの仕方についてまとめよう！

①のこぎり引きの（ ）とかんなの（ ）を見込んで間を空ける。

②材料の（ ）や傷は避けてけがく。節は硬いので、（ ）や穴あけの位置か
らはずすようにしてけがく。

③（ ）の模様、切り取る（ ）、部品の強度を考えてけがく。

④同じ寸法の部品はまとめ、（ ）部品からけがき、無駄のない配置でけがく

⑤さしがねや直角定規の長手の内側を（ ）にしっかりあて、直角になるようにする。

語 群 大きい 小さい 木目 切りしろ

順序

基準面

けずりしろ 割れ 釘打ち

http://www.naruto-u.ac.jp/~ito/grad-research/2002f-year/student-a/woody-chair/sujikebiki.htm

課 題 下の図を参考にして、筋毛引きの使い方を説明してみよう！

今回できるよう
になったこと

今日の自分の評価
とその理由 先生から・検

A

B

C

（ ）年（ ）組（ ）番 氏名（ ）
次回の自分へのアド
バイス

次の学習内容「部品加工」に関して

次の各項目について、あてはまることには○、あてはまらないこ
とには×、どちらともいえない中間のときは△を記入してみよう。
◎材料や加工目的に応じて機械や工具を選ぶことができる。（ ）
◎糸のこ盤を知っている。（ ）
・電源のＯＮ／ＯＦＦができる。（ ）
・刃の交換、取り付けができる。（ ）
・刃の取り付け方向を知っている。（ ）
・材料の固定の仕方を知っている。（ ）
・エアポンプの働きを知っている。（ ）
◎万力を知っている。（ ）
・どうやって材料を固定するか知っている。（ ）
・使用上の注意点や気をつけることを知っている。（ ）
◎ベルトグラインダーを知っている。（ ）
・安全な使い方・注意することを知っている。（ ）
◎工具や道具の使い方を詳しく知りたいと思う。（ ）
・両刃のこぎりを使うことができる。（ ）
・切り口を直角に曲がらずに切ることができる。（ ）
・木工・金工ヤスリの区別ができる。（ ）
・よけいな傷をつけずに加工できる。（ ）
◎卓上ボール盤を知っている。（ ）
・安全な使い方・注意することを知っている。（ ）

Ａ

Ｂ

（ ）

（ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

尺（しゃく）とは、尺貫法における長さの単位。
曲尺（かねじゃく）と鯨尺（くじらじゃく）の2種があるが、普通は曲尺の
方を指し、
1尺 = 10/33 m (約30.303センチメートル)
1尺は、10寸に等しく、また1/6間に、1/10丈に等しい。
鯨尺での1尺は、約37.9センチメートルに相当する。

参考資料
親指から人さ
し指の長さを
「咫、あた」
と呼び５寸と
決めた。（由
来）

（表） （裏）

診断的な診断的な
内容項目内容項目
診断的な診断的な
内容項目内容項目
診断的な診断的な
内容項目内容項目

学び方学び方学び方学び方学び方学び方

参考資料参考資料参考資料参考資料

確認問題確認問題確認問題確認問題

関連する関連する
URLURL
関連する関連する
URLURL

評価基準評価基準評価基準評価基準
導入的な導入的な
内容項目内容項目
導入的な導入的な
内容項目内容項目
導入的な導入的な
内容項目内容項目

基礎・基本基礎・基本

自己評価欄自己評価欄自己評価欄自己評価欄

おわりに

自己評価票の分析を通して指導の改善を図ることを

行い、自己評価活動が技術分野での指導に有効である

ことが確かめられた。今後の授業の中でも継続した取

組を行い、ものづくりの楽しさの中で、生徒の自己実

現を図っていきたい。

kyuramu/karikyuramutowa.htm(2

005年2月)


